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　（4）支持体の構造	
　作品を成立させている物理的な緒物，木枠，グラウンド，キャンバス，ピグメント，などの
素材のたいがいの物はコオプテドされていて，アートは既に確立した手法，手順があるからこ
そ，そのために必要な部材は商品として製造され，画材店で	売られている。さらに完成作品
の流通経路もビジネスも成立しているがこの点については論点を離れてしまうのでここでは深
入りしない。このように芸術制作の手段が飼いならされ商品として供給されるような整備され
た体制の中から自らの価値観を超える芸術表現を実現する事は相当に困難な仕事となる。
　このことから導きだしたことは，構造変換と表現に必要な新たな素材の開拓で，構造と素材
の多様な試行錯誤，実験を行なっている。
４．最後に
　上記４つの要素，色彩，ドローイング，画面の重層構造，支持体の構造などがイメージと供
に共振し，できる事なら，たまたま自分が生きる事になったこの時代と，自分を生んだこの土
地との深いrelevancy（関連性）を露にし，新たな地平を望みたいと願っている。
Ⅴ．まとめとして
　本稿で取り上げた各研究員の問題意識は必ずしも制作の現場で共有されるものではない。作
家はその経験や現状において制作の在りようを変化させながら作品をつくる。それは完全な個々
の仕事である。しかしながら本共同研究を展開し議論を積み重ねていく過程，そして本稿での各々
の考察をまとめてみると幾つかの共通する領域があるようだ。まず北海道，特に札幌という地域
を制作の基盤にしていることによる色彩の問題。同じ地域での気候条件では若干の差異はあろう
が生活の中で感じる色彩も類似していると考える。その色彩をどう捉えて作品に反映させるのか
は各々の制作で違ってくるが，ベースとなる部分は共通している部分が多いだろう。当然のこと
とも言えるが，色彩の理解と実践は作家の根幹となる部分であるため欠かせない問題である。そ
して心に映し出す像を，意識的に表出するのか，無意識に表出するのかが，技術的な側面も伴っ
て各々の問題として挙げられる。それはドローイングとタブローの関係，平面表現と立体表現も
しくは空間表現の選択，いかにそれらを作品として鑑賞者の前に提示するのかという問題も含ま
れると考える。本稿ではこうした共通の問題意識を幾点か確認することが出来た。それらを踏ま
え，各々の作品や発表の機会にフィードバックしていくことがこれからの課題であろう。
付　　　記
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